
①市有建築物の管理におけるアスベストの飛散を防止（３）

外壁仕上塗材の調査について

■３年間の調査概要

令和元年度

調査施設数 決算（千円） 備考

１８５ ２３，６５６
調査検体数 ８８５件
アスベスト含有検体数 ４１１件（４６．４％）

調査施設数 予算（千円） 備考

１７４ ２４，７９１
調査検体数９２９件
アスベスト含有検体数 ６１０件（６５．７％）

石綿含有仕上塗材自体は、通常の塗膜の状態では飛散の可能性は低いが、除去等の工法によっては飛散の可能性が指摘され
ているため、平成２９年５月に環境省・厚労省から除去時の取扱いに関して、レベル１とすることが通知された。

 建築物の解体等の工事におけるアスベスト飛散防止は、工事前の調査（事前調査）が基本であるが、随時、維持修繕工事が発生しう
る市営住宅・学校等の市有建築物については、平成２９年度からアスベストの有無の調査を委託により実施

資料④

調査施設数 決算（千円） 備考

１４３ ２０，０８４
調査検体数 ７３１件
アスベスト含有検体数 ２２８件（３１．２％）

平成３０年度

平成２９年度

■今後の取組み

 この調査結果に基づき、施設管理者がアスベスト含有の有無を把握し、維持修繕を含む工事施工時の飛散防止を徹底する
 その他の施設管理者は、「点検マニュアル」による適正管理を行い、外壁修繕関連工事の際に、事前調査を行った上で適正に対応する


